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■ Microsoft Azure とは

Microsoft Azure(Azure) は、マイクロソフトが提供する、パブリッククラウドプラットフォーム。正式サービスの開始は、2010年1月
（2014年3月にWindows Azure からMicrosoft Azure へ改称）。主要なサービスとしては、IaaS のAzure Virtual 
Machines (Azure VM ）とPaaS のAzure App Service があるが、オンプレミスやハイブリッドクラウドにも対応した各種クラウ
ドサービスを提供する。

Windows 、.NET、Hyper -V などオンプレミスと共通のテクノロジの採用、Visual Studio 開発ツールとの統合。Office 365 、
Microsoft Intune などの同社のSaaS との連携が強み。Linux やオープンソースソフトウェア(OSS) への対応にも積極的。
➔ https://azure.microsoft.com/ja - jp/

■ Amazon Web Services とは

Amazon Web Services (AWS ）は、Amazon.com が提供するパブリッククラウドコンピューティングプラットフォーム。正式サー
ビスの開始は、2006年7月（Amazon Web Services 社を設立）。主要なサービスとしては、IaaS のAmazon Elastic 
Compute Cloud （EC2）、PaaS のAmazon Elastic Beanstalk などがある。

AWS の歴史は長く、他社クラウドサービスプロバイダーの猛追を受けながらも、現在でもクラウド市場のリーダー的存在であり、トップ
シェアを維持している。
➔ http://aws.amazon.com/jp/
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ポジション

Â 世界市場 ･･･ AWSの独占続くが成長率はマイクロソフトがトップ
AWSは51.8％で過半数のシェアを堅守。だが成長率は、シェア2位のマイクロソフトが前年比98.2％増でトップ、4位グーグルが同56％増と健闘。マイ
クロソフトのシェアは13.3％に、グーグルは3.3％となった。成長率をみると、トップ5でAWSは最低の25％増に止まった。➔ Gartner 「Gartner Says 
Worldwide IaaS Public Cloud Services Market Grew 29.5 Percent in 2017 」
（https://www.gartner.com/newsroom/id/3884500 ）

Â 国内市場 ･･･ Azure のシェア／導入検討が急伸
国内クラウド市場は前年比4割増の1.4兆円規模に。FaaS（*）/IaaS/PaaS/SaaS を合わせたパブリッククラウドはAWSの利用がトップとなったが、
PaaSとIaaSにおけるAzureはユーザーの積極的な取り込みにより利用率が高まっている。シェアでも、AWSとの差が3ポイント縮まっている。Azureは
PaaSとIaaSで2位、FaaSでは3位。検討州のサービスではPaaSで1位となった。GoogleはFaaSで2位、PaaSで3位、IaaSでは7位となったが、検討
中のサービスでは3分野全てでトップ3位に食い込んでいる。➔ MM総研「2016年度の国内クラウド市場は4割増の1.4兆円」

（https://www.m2ri.jp/news/detail.html?id=279 ）

（*） FaaSはFunction as a Service で、特定の機能や関数を呼び出してその実行環境をサーバーレスで利用できるサービス（MM総研より）

V マイクロソフトは首位AWSとの差を国内外で縮小している。

データセンター

Â Azure は、全世界 54リージョン、国内 2 リージョン
各リージョンのデータセンターには、インスタンスの配置先として、同じ電源やスイッチを有する「障害ドメイン」が複数あり、各リージョンは同一地域内（概ね300
マイル離れた場所）にリージョンペアを持つ。
日本国内の2 リージョン（東日本と西日本のペア）は、2014年2月に開設。

Â AWS は、全世界 19リージョン、国内 2 リージョン
AWSリージョンには低遅延、高いスループット、冗長構成ネットワークを持ち複数の物理的に独立・隔離された「アベイラビリティゾーン（AZ）」がある。東京リージョンは
2011年3月に、大阪ローカルリージョンは2018年2月に開設した。

V Azureは54のリージョンを持ち、世界140カ国で利用できる
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コスト性能

Â コンピューティング性能
「スーパーコンピューターの性能ランキング「TOP500」
(2018 年11月度)

AWS ･･･2010年11月初ランクイン、現在圏外
（Amazon EC2 C3 Instance cluster - Amazon EC2 Cluster, Intel 
Xeon E5 -2680v2 10C 2.800GHz, 10G Ethernet ）

Azure ･･･2012年11月初ランクイン、現在圏外
➔ https://www.top500.org/list/2017/06/?page=5

Âストレージ性能
Nasuni ストレージベンチマークテスト

Azure ･･･書き込み：4.30MB/s 読み込み：9.60MB/s

AWS ･･･書き込み：2.24MB/s 読み込み：4.56MB/s

➔ http://www.nasuni.com/infographic -2015 -state -of-cloud -
storage/

耐障害性・可用性 (1/2)

Â データの保護（バックアップ）
Azureストレージ、Amazon S3/Glacier のどちらも、標準でデータを冗長化して保存し、障害から保護できる。

Â Azure ･･･同一リージョン内の「ローカル冗長」で3重、リージョンペアとの「地理的（ジオ）冗長」で6重に冗長化。
国内だけでも地理的冗長が可能。

AWS ･･･同一リージョンのアベイラビリティゾーン（AZ）を使用して、3箇所以上に冗長化。
別リージョン（例：東京ーソウル）間でのレプリケーションも可能。

Â ※どちらも、ストレージサービスのスナップショット機能(Azure Blob スナップショット、Amazon EBSスナップショット）を使用して、データ（仮想マシンの仮想ディスクのファイルを含む）のバックアップが可能。

Azure Backup について

Azure Backup はMicrosoft Cloud のデータバックアップと復元サービスで、オンプレミスのデ
ータやアプリケーション、Azure IaaS 上の仮想マシンを保護できる。クラウドはプライベートとハ
イブリッドにも対応する。
Azureデータセンター内で異なる3箇所にそれぞれデータのコピーを保存し、リモートにある
Azureデータセンター（リージョンペア）に別に3つコピーを保存するなど冗長な構成で、データ
はローカルで暗号化されてから、安全な通信を使って移動するなど高い安全性を持つ。
元々はオンプレミスのファイルとフォルダーのバックアップサービスだったが、その後Windows 
Server、SharePoint などのシステムやアプリケーション、Azure IaaS 上で稼働する
Windows 及びLinux仮想マシンのバックアップと復元に対応。
※Azure Backup に相当する AWS のサービスは、現状、存在しない。

(Amazon EBSのスナップショットから仮想マシンを復元することは可能だが、サービスとしては存在しない）
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耐障害性・可用性 (2/2)

Â IaaS インスタンスの自動復旧
Azure ･･･仮想マシン単体レベルでは「自動復旧」として再起動あるいは他の物理サーバーへの再実装が行われ、複数台の仮想マシンでは
「可用性セット」として単一障害ポイントを排除した高可用性クラスタを構成する仕組みを持つ。障害発生前の予測に基づく予防的な措置、ビ
ッグデータを利用した障害分析なども行なっている。一部のリージョンでは、リージョン内で物理的に3つのゾーンに分離した「可用性ゾーン」の提供
も始まった。。
➔ https://blogs.msdn.microsoft.com/windowsazurej/2015/04/15/5933 /

AWS ･･･標準では、障害によりアベイラビリティゾーン(AZ) が利用不能になると、そこで動いていたインスタンスは停止する。ただし、Amazon
CloudWatch のAuto Recovery 機能を使用することで、インスタンスを自動復旧するように構成することができる。
➔ http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/ec2 - instance -recover.html

Â IaaS インスタンスのアプリケーションレベルの可用性
仮想マシンで稼働するアプリケーションの、アプリケーションレベルの可用性については、オンプレミスで構築する場合と同様に、レプリケーション構
成やフェールオーバークラスター構成など、アプリケーションがサポートする高可用性の構成を利用者側で実装する必要がある
（Active Directory とDNS のマルチマスターレプリケーション（複数のドメインコントローラーの配置）、SQL Server AlwaysOn など）。

Â PaaS データベースの自動フェールオーバー
データベースレイヤについては、Azure SQL Database やAmazon RDS のようなPaaS (Database as a Service：DBaaS と呼ぶこともある) を利用すること
で、障害発生時の自動フェールオーバーや地理的なレプリケーションを含む、高可用性データベースを、サービスとして利用するという方法がある。

Azure Sire Recovery について

Microsoft Azure の復旧サービスのもう1つの機能であるAzure Site Recovery は、
物理マシンと仮想マシン（VM）で実行中のワークロードをプライマリから二次拠点にレプ
リケーションする機能。プライマリサイトで障害発生時に二次拠点にフェールオーバーする
ため、ビジネスの継続性を確保できる。Azureリージョン間でのAzure VMのレプリケート、
オンプレミスのVM、Azure Stack VM 、物理サーバーに対応する。
実装と管理が簡単で、統合されているので、新しいAzure機能がリリースされると自動で
更新される。Azureリージョン間でSite Recovery を有効にすることで規制遵守もでき
る。Azure Site Recovery は、2018年度のGartner の「Disaster Recovery as 
a Service（サービスとしてのディザスタリカバリ）」でリーダーの評価を得ている。

※Azure Site Recovery に相当する AWS のサービスは、現状、存在しない。
(Amazon EBSのスナップショットやAmazon CloudWatch などで独自に実装することは可能だが、容易ではない）ẑ VMM ṏ ṇ ṇ קּ כֿ

https://blogs.msdn.microsoft.com/windowsazurej/2015/04/15/5933/
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SLA

Â Azure、AWS ともに、主要サービスの SLA（サービスレベルアグリーメント）は99.9以上と高レベル
サービスのSLA とは、SLA で示された利用可能時間を確実に提供することを保証するものではない。SLA を満たさなかった場合は、サービスクレジット(サー
ビス利用者が支払った合計請求額に対する一定割合の返金)が提供される。

* すべての仮想マシンについて、同じ可用性セットに2 つ以上のインスタンスが展開されている場合、99.95% 以上のSLA。Premium ストレージを使用する仮想マシンは、1 インスタンスで99.9% 以上のSLA。

Microsoft Azure Amazon Web Services

サービス 月間稼働率 サービス 月間使用可能時間割合

Azure 仮想マシン 99.95% 以上* Amazon EC2 99.99% 以上

Azure ストレージ 99.9% 以上（読み取りアクセス地理冗長ストレ
ージ(RA-GRS) からの読み取りは、99.99% 以上）

Amazon S3 99.9% 以上

Amazon EBS 99.99% 以上

Azure SQL Database 99.99% 以上（Basic 以上のプラン） Amazon RDS 99.95% 以上

Azure App Service 99.95% （Basic 以上のプラン） Amazon Elastic Beanstalk 規定なし（使用されたEC2、S3に従う）

コンプライアンス

Â 国際基準
Azure、AWSはどちらも、欧州一般データ保護規制（GDPR）をはじめとしたプライバシーやセキュリティの法規制を遵守。
ISO 27001、ISO 27018、GDPR、HIPPA、FedRAMP、FISMA、PCI DSS、FIPS 140-2、SOC 1、SOC 2、SOC 3など。
➔ https://www.microsoft.com/ja-jp/TrustCenter/Compliance/default.aspx
➔ https://aws.amazon.com/jp/compliance/
※日本のコンプライアンス基準に関しても、日本マイナンバー法(Azure、AWS)、クラウドセキュリティ(CS)ゴールドマーク(Azure)、金融機関向けの
FISC(Azure、AWS)など対応が進んでいる。

Â 準拠法・管轄裁判所
Azure ･･･日本の法律を準拠法とし、管轄裁判所は東京地方裁判所。

AWS ･･･米国ワシントン州法を準拠法とし、管轄裁判所は米国ワシントン州キング郡の州裁判所または連邦裁判所。
※ただし、AWS Artifactにて管理コンソールより準拠法を日本法、管轄裁判所を東京地方裁判所に変更可能。
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機能（1/3)

Â AzureとAWSの主要なサービスの対応表（どちらも豊富なサービスメニューを提供しているが、Azureはオンプレミスとのハイブリッド利用シナリオに強みあり）

サービスの分類 Microsoft Azure Amazon Web Services 説明

マーケットプレース Azure Marketplace AWS Marketplace 自動構成されたサードパーティー製アプリケーションが手に入る

コンピュート

IaaS Virtual Machines Amazon EC2 Windows およびLinux 仮想マシンのデプロイ、実行

PaaS App Service Amazon Elastic Beanstalk Web アプリやモバイルアプリの開発（オープンソース対応）、デプロイ、実行

コンテナー Azure Container Service EC2 Container Service Docker コンテナーのデプロイとオーケストレーション

マイクロサービス
Functions AWS Lambda サーバーレスでコードを実行できるコンピューティングサービス

Service Fabric － クラウドとオンプレミスで一貫性のある分散アプリケーション環境

バッチ処理 Azure Batch AWS Batch 大規模な並列・バッチジョブの実行

ストレージ

オブジェクト Storage -Block Blob Amazon S3 クラウドサービスやアプリのためのオブジェクトストレージ

ブロック Blob Storage
Elastic Block Store (EBS)

非構造化データ（仮想マシンディスクを含む）対応のブロックストレージ

仮想マシン向け Disk Storage, Managed Disks 仮想マシン専用の永続ディスク

ファイルサーバー File Storage Elastic File System フルマネージドファイルサービス（Azure は SMBv3、AWS はNFSv4.1)

ハイブリッド StorSimple AWS Storage Gateway オンプレミスとクラウドにデータを保存する統合ストレージ（アプライアンス）

アーカイブ向け Azure Storage 標準アーカイブ Amazon Glacier 低頻度アクセス、長期保存を想定した、低コストのアーカイブ用ストレージ

データベース
(DBaaS)

リレーショナルDB SQLServer (他にPostgreSQL,MySQL,MariaDB ) Amazon RDS (MySQL、Aurora など) マネージドリレーショナルデータベース

ハイブリッド SQL Server Stretch Database － オンプレミスのSQL Server データベースをAzure に動的に拡張

データウェアハウス SQL Data warehouse Amazon Redshift マネージドデータウェアハウス

NoSQL
Table Storage Amazon SimpleDB 半構造化データストア

CosmosDB Amazon DynamoDB マネージドNoSQLデータベース

キャッシュ Redis Cache Amazon ElastiCache オープンソースRedis 互換のインメモリデータストア

データ変換 Data Factory Amazon Data Pipeline データの変換処理やデータの移動（転送）

仮想デスクトップサービス Windows Virtual Desktop * Amazon WorkSpaces Windows Server ベースのデスクトップまたはデスクトップアプリへのアクセス

* 「Windows Virtual Desktop 」は2018年9月に発表、日本では、2018年11月現在プライベートプレビュー中
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機能（2/3)

サービスの分類 Microsoft Azure Amazon Web Services 説明

データ分析・
ビッグデータ・
IoT

Hadoop HDInsight Elastic MapReduce (EMR) ビッグデータ処理のためのマネージドApache Hadoop サービス

機械学習 Azure Machine Learning Amazon Machine Learning クラウドベースの機械学習アプリケーションの開発

データ分析 Stream Analytics, Data Lake Amazon Kinesis Analytics 大量の、多様なソースからのデータを分析するプラットフォーム

IoT IoT Suite AWS IoT IoT (モノのインターネット）デバイスをクラウドに接続し、データ収集・分析

ネットワーク

仮想ネットワーク Virtual Network , VPN Gateway Amazon VPC, VPC gateway クラウドのプライベートネットワーク。オプションでオンプレミスとVPN接続可能

専用線接続 ExpressRoute Amazon Direct Connect クラウドデータセンターへの専用線接続によるプライベートリソースへの接続

負荷分散 Load Balancer Elastic Load Balancing 受信トラフィックの複数インスタンスへの自動負荷分散

DNS Azure DNS
Amazon Route 53

DNS ドメインのホスト

ルーティング Traffic Manager 着信トラフィックのルーティング

バックボーン接続 VNet Peering Amazon VPC Peering クラウド上のプライベートネットワーク間のバックボーン経由の相互接続

セキュリティ・
ID

ID 管理 Azure Active Directory AWS Directory Service クラウドアプリおよびIaaS 環境向けのActive Directory サービス

キー管理 Key Vault AWS Key Management Service 暗号化キーの作成、保管、保護

多要素認証 Azure Multi -Factor Authentication AWS Multi -Factor Authentication ID 認証の多要素認証サポート

管理・監視・運用

Azure Portal AWS Management Console サービス管理ポータル

Azure Resource Manager Amazon CloudFormation テンプレートやコマンドラインインターフェイスを使用したリソース管理

Azure Automation EC2 Systems Manager クラウド上のインスタンスとオンプレミスのシステムをまたがるプロセス自動化

Log Analytics * Amazon CloudTrail ログの収集と分析、構成変更の追跡

Application Insights Amazon CloudWatch アプリケーションのパフォーマンスやリソース使用率、可用性の監視

コンテンツ配信・検索

Content Delivery Network (CDN) Amazon CloudFront グローバルに展開できるコンテンツ配信ネットワーク

Media Services Elastic Transcoder オーディオやビデオメディアの大規模なエンコードとストリーミング配信

Azure Search Amazon CloudSearch Web サイトやアプリのためのマネージド検索サービス

災害復旧対策 (Disaster Recovery
as a Service：DRaaS)

Azure Backup － オンプレミスとIaaS 環境に対応したクラウドベースのバックアップサービス

Azure Site Recovery － オンプレミスのプライベートクラウドのレプリケーションとフェールオーバー

* Log Analytics は、クラウドとオンプレミスの両方をカバーする監視サービス、Microsoft Operations Suite (OMS) に含まれるサービス。
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機能（3/3)

サービスの分類 Microsoft Azure Amazon Web Services 説明

AI

会話型ユーザーイ
ンターフェイス

Cortana Intelligence Suite
Microsoft Bot Framework 

+ Azure Bot Service
Alexa Skills Kit 音声サービス開発、インテリジェントなボット構築

音声認識 Bing Speech API
Amazon Lex

Amazon Polly
音声からテキスト変換とテキストから音声変換、文脈の理解ができるAPI

画像認識 Computer Vision API Amazon Rekognition 画像分析、テキスト読み取りなど必要なデータの抽出

購入・決済

Â Azure とAWS には、購入・決済方法に以下のような違いがある。

Microsoft Azure (主要なサービス共通) Amazon Web Services (EC2の場合)

料金体系
Å従量課金
Åリザーブドインスタンス：割引料金で全額前払い
Åハイブリッド特典：移行コストを大幅に削減

Åオンデマンド：従量課金
Åリザーブドインスタンス：全額前払い、一部前払い、前払いなしの3種類
Åボリュームディスカウント：使用が増えるとGBあたりの料金が下がる
Å Dedicated Hosts （専用物理ホスト）：アクティブなDedicated 

Hostに時間単位で課金

支払方法
Åクレジットカードによる引き落とし
Å請求書による銀行振り込み
Åリセラー経由

Åクレジットカードによる引き落とし
Å請求書による銀行振り込み･･･AWS 口座への海外送金
Å APN (AWS Partner Network) パートナー経由

支払通貨 Å日本円（¥）･･･世界 24 の通貨に対応 Å米ドル（USD）… 日本円を含む13通貨も選択可能

試用・評価

Â Azure 無料試用版 ･･･30 日間、22,500円相当のクレジット枠でフル機能を利用可能。➔ https://azure.microsoft.com/ja - jp/free/

Â AWS の無料利用枠 ･･･12 か月間、1 か月あたり 750 時間（EC2の場合）を利用可能 ➔ https://aws.amazon.com/jp/free/
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サポート

Â Azure とAWS は、それぞれ以下のような無料・有料のサポートサービスを提供。

Microsoft Azure Amazon Web Services

プラン 標準提供 Developer Standard
Professional

Direct
Premier ベーシック 開発者 ビジネス エンタープライズ

フォーラム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技術サポート サービス問題のみ 〇（営業時間内)
〇（事業への影響
度によって対応時間
に違いあり）

〇（事業への影響
度によって対応時間
に違いあり）

〇（事業への影響
度によって対応時間
に違いあり）

サービス問題のみ 〇（営業時間内) 〇 〇

最短応答 － 8時間以内 2時間以内 1時間以内 15分以内 － 12時間以内
（急ぎの場合）

1時間以内
（発生中で影響の
大きな障害の場

合）

15分以内（非
常事態の場合）

電話対応 － － 〇 〇 〇 － － 〇 〇

月額料金 無料 3,248 円 33,600 円 112,000 円 要問合せ 無料 29 USD～ 100 USD～ 15 ,000 USD～
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コスト比較

Â 低コストで安全にWeb アプリを公開する場合の試算例。

Azure 年額351,540 円(税抜） AWS 年額4,220.52 ドル

（約 476,883 円、1ドル113円で計算）

月額：
内訳 App Service

SQL Database
ネットワーク
サポート

29,295 円
19,296 円

3,736 円
3,015 円
3,248 円

月額：
内訳 サーバー関連

ストレージ
ネットワーク
サポート

351.71 ドル
289.85 ドル

5.00 ドル
27.86 ドル
29.00 ドル

【構成のポイント】

・すべてPaaS での構成
アプリケーションとデータの管理のみ

・SQL Database はデータセンター
内で3つのレプリケーションを作成

・SQL Database は標準でバック
アップされており、ストレージはデータ
ベースサイズの2倍まで無料

(250GBのデータベースの場合、
500GBまでのバックアップストレージ
が無料で利用可能)

・課金と障害に関するサポートのみ

【構成のポイント】

・データセンターレベルの冗長構成

・DBデータはS3にバックアップ

・マスターDB障害時は自動的に
スレーブへ切替

・24時間365日の電話サポート

・リザーブドインスタンスを活用

ほぼ同一構成でAzure はAWS に比べ約 26% のコストダウンを実現。PaaSだから構築期間も短縮。

Azure App Service –Web Apps

Azure SQL Database

S2
(2コア、3.5GB RAM、

50GB ストレージ、自動
スケールサポート）

S1
(20 DTU、250GB/DB ）

東日本リージョン

送信方向は
5GBまで無料

受信方向
は無料
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Azure vs AWS 比較表

まとめ
¸Azure のPaaS を上手に組み合わせると、AWS よりも大幅に低コストになる場合がある。
¸クラウドの機能・性能面では、Azure とAWS に大きな差はない。ハイブリッド利用に関しては、Azure はさまざまなシナリオに簡単に対応可能。
¸Azure は、日本国内だけでデータの地理的冗長化やディザスターリカバリー構成が可能。国外のデータセンターの利用を望まない企業に最適。AWSも2018
年より対応。ただしAWSの場合、大阪リージョンの利用には制限がある（招待制で、かつ審査あり）。

¸準拠法・管轄裁判所、日本円決済、サービスの日本語化など、日本企業への対応はAzureが先行したが、AWSも対応を進めている。

問い合わせ先

Microsoft Azure に関するご質問、お問い合わせは、下記にて承ります。

SB C&S株式会社
Azure 相談センター
お問い合わせ: https://licensecounter.jp/azure/form/inquiry/index.html
Webサイト: http://licensecounter.jp/azure/

Microsoft Azure Amazon Web Services 備考

シェア 〇 ◎ 世界、日本国内ともに、シェアはAWS が圧倒的

市場評価 ◎ 〇 IaaS、PaaS、SaaSのすべての分野で「リーダー」的存在はマイクロソフトだけ

データセンター ◎ ◎ Azure、AWSともに国内でディザスタリカバリーが可能（ただしAWSの大阪リージョンは招待制で審査あり）

性能 ◎ ◎ コンピューティングはAWS、ストレージはAzure が強いが、コスト効率も含めた検討が必要

耐障害性・可用性 ◎ ◎ 可用性、SLA は同等であるが、オンプレミスを含めた災害復旧対策機能はAzure だけ

コンプライアンス ◎ ◎ Azure、AWS共に国内法に準拠、東京地方裁判所の管轄

機能 ◎ 〇 クラウドの機能は同等であるが、オンプレミスを含めたハイブリット環境はAzure に強み

購入・決済 ◎ ◎ Azure、AWSともに日本円決済に対応

試用・評価 〇 ◎ AWS は 1 年間試用可能。Azure は 1 か月間

サポート 〇 〇 サポート内容、料金は同等

コスト ◎ 〇 PaaSの活用で、Azure は大幅に低コスト。オンプレミスとの共通技術もコストを抑制


